
　

来
年
開
催
さ
れ
る「
大
阪
・
関
西
万

博
」。関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
内
に
あ
る
和
歌

山
ゾ
ー
ン
の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
る
の
は
、世
界
的
に
活
躍
す
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
吉
本
英
樹
さ
ん
だ
。

　

和
歌
山
市
生
ま
れ
の
吉
本
さ
ん
は
、

東
京
大
学
工
学
部
へ
進
学
し
、航
空
宇

宙
工
学
を
学
ぶ
。「
航
空
工
学
の
中
で

も
人
工
知
能
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
わ

る
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
が
、空
や
航

空
機
に
憧
れ
が
あ
り
、そ
れ
ら
が
社
会

や
人
に
ど
ん
な
役
割
を
持
つ
の
か
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
時
、周

囲
の
影
響
も
あ
り
ア
ー
ト
の
分
野
に
も

惹
か
れ
て
い
く
の
で
す
が
、技
術
そ
の
も

の
よ
り
も
、技
術
と
社
会
の
接
点
に
強

い
関
心
を
持
ち
、そ
れ
を
扱
う
デ
ザ
イ

ン
の
領
域
に
傾
倒
し
て
い
き
ま
し
た
」

と
話
す
。大
学
院
卒
業
後
は
渡
英
し
、

名
門
美
術
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。現

地
で
活
動
し
て
い
た
が
、2
0
2
0
年

に
東
京
大
学
・
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
特
任
准
教
授
へ
の
着
任
を
き
っ

か
け
に
日
本
へ
拠
点
を
戻
し
、和
歌
山

ゾ
ー
ン
の
構
築
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

和
歌
山
ゾ
ー
ン
の
テ
ー
マ
は〝
和
歌

山
百
景

－

霊
性
の
大
地

－
〟。高
野
山

や
熊
野
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、人
知

を
超
え
た
自
然
へ
の
信
仰
が
今
も
生
き

る「
和
歌
山
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

は
特
別
な
も
の
で
あ
り
、そ
れ
は
根
底

を
貫
く
テ
ー
マ
と
な
り〝
上
質
〟の
つ

ま
っ
た
和
歌
山
を
表
現
す
る
。

　
「
内
容
が
同
じ
で
も
、見
方
や
見
せ

方
を
変
え
る
と
全
く
違
う
形
に
な
り

ま
す
。〝
和
歌
山
百
景
〟は
大
地
の
形
成

や
自
然
の
風
景
だ
け
で
な
く
、こ
こ
に

暮
ら
す
人
々
の
姿
、伝
統
文
化
や
産
業

な
ど
、和
歌
山
を
構
成
す
る
過
去
、現

在
、あ
る
い
は
未
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
表
現
し
ま
す
。和
歌
山
を
離
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
見
え
る
素
晴
ら
し
い

景
色
を〝
世
界
最
高
の
レ
ベ
ル
で
見
せ

る
〟こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
吉

本
さ
ん
は
話
す
。

　

紀
伊
山
地
の
巨
木
を
彷
彿
さ
せ
る

よ
う
な
映
像
タ
ワ
ー〝
ト
ー
テ
ム
〟に
は

「
シ
ア
タ
ー
」で
は
表
現
で
き
な
い
見

せ
方
が
詰
ま
っ
て
い
る
。多
様
な
風
景

が
投
影
さ
れ
る
８
体
の
ト
ー
テ
ム
が
、

会
場
全
体
を
ひ
と
つ
に
包
み
込
み
、県

内
各
地
の
職
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
家
具
や
ア
ー

ト
作
品
と
共
に
、空
間
を
演
出
す
る
。

ト
ー
テ
ム
に
は
紀
州
塗
り
を
施
し
、展

示
什
器
に
は
紀
州
高
野
組
子
細
工
、食

を
提
供
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー
に
は
紀

州
材
の
焼
杉
を
採
用
す
る
な
ど
、細
部

に
た
く
さ
ん
の
人
の
想
い
や
技
術
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。他
に
も
、和
歌
山
の
歴

史
や
伝
統
を
象
徴
す
る
ス
テ
ー
ジ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
が

組
み
込
ま
れ
る
予
定
。

　
「
将
来
的
に
伸
び
て
い
く
で
あ
ろ
う

日
本
の
観
光
産
業
。和
歌
山
が
持
つ
自

然
や
歴
史
、文
化
な
ど
の
多
様
な
資
源

は
、東
京
や
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
も
引
け
を
取
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。万
博
は
、そ
れ
ら
を
国
内
外
に
向

け
て
P
R
す
る
た
め
、新
し
い
見
せ
方

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
良
い
機
会
。和

歌
山
の
い
ろ
ん
な
方
々
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
を
追
求
・
貢
献
し

て
圧
倒
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
で
出
来
上

が
っ
た
和
歌
山
ゾ
ー
ン
が
、関
西
パ
ビ

リ
オ
ン
の
中
で
も
訪
れ
る
人
の
予
想
を

裏
切
る
よ
う
な
特
別
な
も
の
に
な
れ

ば
」と
吉
本
さ
ん
は
語
る
。

万博コンテンツの一つ、紀州東照宮。毎年 5月に行われる白装束の男たちが神輿を担ぎ
108段もの石段を駆け下りる和歌祭も有名。

高さ約 4ｍ、和歌山各地の風景や歴史をアートとして映し出す、8
体のトーテムに取り囲まれるように設置された中央ステージでは、
祭り、世界遺産、伝統芸能など、〝和歌山の今を生きる人〟に焦点
をあてた多様なパフォーマンスや展示が行われる。また、紀州材
の焼杉を使用したカウンターバーでは、加藤峰子氏が監修した季
節を感じられる和菓子を中心としたメニューが提供され、県内の
桐箪笥職人と共に創り上げた特別な器から提供されるメニューは、

〝食のアート〟も体験できる逸品である。

吉本英樹● 1985年和歌山県生まれ。2010年東京大
学修士課程 (航空宇宙工学) ・2016年英ロイヤル・カ
レッジ・オブ・アート博士課程 (デザイン工学) を修了。
2015年にロンドンにてデザインスタジオ「Tangent」
を設立。日本の伝統工芸と先端技術を繋ぐ国際的な
イニシアティブ「Craft x Tech」を創立し、日本文化の進
化・継承にも取り組む。

大阪・関西万博　関西パビリオン内　和歌山ゾーン　イメージ図

絶景と上質な歴史が融合した紀州東照宮の境内

航
空
宇
宙
工
学
×
ア
ー
ト

世
界
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー

和
歌
山
の
多
彩
な
文
化
を

新
た
な
形
で
表
現

東京大学・先端科学技術研究センター特任准教
授に就任することになり、約 10年ぶりに日本に
帰国したという吉本さん。「プロとしてふるさと
に関わる使命を与えられたことは、非常に光栄
です」と話す。

和
歌
山
に
は
、美
し
い
景
観
と

千
年
以
上
積
み
重
ね
て
き
た

上
質
な
歴
史
文
化
と
精
神
性
が
あ
る
。

和
歌
山
ゾ
ー
ン
構
築
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
語
る
、
和
歌
山
の
魅
力
と
大
阪
・
関
西
万
博
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